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Abstract: In this paper we consider whether the second language anxiety that learners feel is different 
in the classroom and in online educational settings. We administered a web-based questionnaire using 
the second language anxiety scale to learners at an online language school in Taiwan. Based on the 
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た（Bailey 1983; Cheng, Horwitz, Schallert 1999; Clément et. al 1994; Ely 1986; 
Gregersen & Horwitz 2002; Krashen 1982; MacIntyre & Gardner 1991,1994; Samimy & 








































系企業に属していることから、その IT 基盤を利用し、設立わずか 5 年でおよそ 14 万人の




表 1 調査協力機関プロフィール 
科目 英語、日本語、スペイン語、韓国語 
在籍講師数 英語 1,500 人、日本語 900 人、スペイン語 300 人、韓国語 110 人 
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登録学生数 英語 115,130 人、日本語 21,540 人、スペイン語 4,500 人、韓国語 500 人 
クラス人数 教師 1 人対学生 1～6 人 








年齢は、12 歳から 60 歳と幅広いが、23 歳から 40 歳までが 56％を占めている（図 1）。台
湾の大学卒業年齢は約 21～22 歳であり、社会人が半数を超えるといえる。企業が社員の語
学力向上のために団体で受講を申し込むこともしばしばあるという。学習言語（複数回答含
む）は、英語が 57 名と最も多く、日本語が 14 名、スペイン語が 3 名であった(図 2)。遠隔









図 1 学習者の年齢割合 
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図 3 遠隔教育における学習歴 
 
第二言語不安の尺度としては、元田(2005)の日本語不安尺度（Japanese Language 
Anxiety Scale）の質問項目(3 領域 23 項目)を援用した（質問で言及する「日本語」を「外
国語」と改編）。質問は全 23 項目あり、内訳は「発話活動における緊張」9 項目、「理解の
不確かさに対する不安」8 項目、「低い日本語能力に対する心配」6 項目となる。各質問に対
して教室学習とオンライン学習の 2 つの教育環境を想定し、それぞれの場合の不安の強さ
について、1 点（全く当てはまらない）から 6 点（非常によくあてはまる）までの尺度に基
づき回答してもらった（図 4 参照）。 
 
 
















1年未満 1～3年 3年～5年 5年以上
 遠隔外国語学習における第二言語不安 
―台湾の仮想教室型授業を対象に― 

























                                                   
3Google社のGoogle Formsを用いた。<https://www.google.com/intl/ja_jp/forms/about/> 
2017 年 12 月 11 日アクセス. 
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表 2 ２つの環境における「発話活動における緊張」に関する差 
番号と質問文 検定統計量 t 差 
1.教室で外国語を話すとき、ふだん緊張します。 t(56)=4.27,*** 0.73 
2.指名されそうだとわかると、不安になります。 t(56)=5.22,*** 0.87 















平均  0.65 
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表 3 ２つの環境における「理解の不確かさに対する不安」に関する差 














14. 先生が早口で外国語を話すと、不安になります。 t(56)=3.68*** 0.43 




平均  0.43 
**p<.01, ***p<.001      
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表 4 ２つの環境における「低い外国語能力に対する心配」に関する差 




11. 他の学生の前で外国語をまちがえたとき、恥ずかしいです。 t(56)=5.07*** 0.79 
15. 他の学生が、私の外国語を下手だと思わないか心配です。 t(56)=5.16*** 0.73 







平均  0.54 
**p<.01, ***p<.001      
 
 


























































表 5 「他者との関係性」という観点からの遠隔授業と教室授業の比較 
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